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平成３，年４月２日（火）１８時４０分 開演

　　　　　　　　　　

（１８時１０分開場）
火入れ式

舞醒子 桜

　　

川

　

小倉 敏克

狂

　

言

　　

棒

　　

縛 野村 高斎

能

　　　　

紙

　　

王 田崎 隆三

壕

ず
　 　

　　　

　

き：

初心者の方も 能楽ファンの方も

　

三公演が丸ごと 楽しめる

　　　

夜桜能 事前講座

　

宝生能楽堂で初めて 開催！

小雨決行
公演当日の気象状況により新宿文化センター

で開催となる場合がございます

天候による会場決定は

当日 午後４時３０分より

０１８０－９９

　

１‐５

　

６ ０ （テレドーム）

にてご案内 （ＰＨＳと■部プリペイド携帯からは使用できません）
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ｐ圃α三上文規
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平成３，年４月４目（木）１８時４０分 開演
（１８時１０分開場）

火入れ式

舞嘘子
狂

　

言

野

　　

守

　

角 当

咲

　　

嘩

　

野村
角当

　

直隆
禽

野村

　

方蔵

実

騒ご蓬静－

つき梯喜憂
　

　

　

　

　
　

．

　

ー

　

きて ‐

平成３，年４月３日（水）１８時４０分 開演
（１８時１０分開場）

火入れ式
舞畷子
狂

　

言

海
舟 ふ

人

　

大坪喜美雄
な 野村

　

万作
野村

　

禽斎
紙

　　

王

　

田崎 隆三

　　

能

　　　

鞍 馬 天狗

　

宝生 和英

　　

能

　　　

恋

　

重 荷

　

梅若

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

白頭

■

　

会

　　　

場

　

靖国神社能楽堂および内苑（地下鉄九段下駅下車・ＪＲ飯田橋駅下車）
■ 代 替 会 場

　

新宿文化センター （開演時間１９：１０

　

開場時間１８：４０（新宿文化センターもＳＳ・Ｓ・Ａ席は指定）

■ 賛助入場券

　

各日／ＳＳ席￥１２，０００（指定席）／Ｓ席￥８，５００（指定席）／Ａ席￥５，５００（指定席）／Ｂ席￥３，５００（自由席） ※価格はすべて税込み

　

※当日券は各日１７：４０より・新宿文化センターになった場合は１８：４０より発売※会場内での立見はできません

■ チケットお申し込み・お問い合わせ

　

サンライズプロモーション東京 夜桜能係

　

０５７０一００‐３３３７（１０：００－１８：００）

　

夜桜能事務局オンライン

　

ｈｔｔｐ：Ｚ／ｗアｗｗ．ｙｏｚａｋｕｒをｎｏｈ．ｃｏｍ／（ｗＩＥＢ限定席：席表で、 ぉ席を選んでからのお申込みが可能です）

　

プレイガイド：※チケットぴあ０５７０（０２）９９９９（Ｐコード：４９０‐９７５） ｈｔｔｐ：／／ｔｐｉａ．ｊｐ／セブン‐イレブン、サークルＫサンクス、 チケットぴぁ店舗

　

券ｅ十（イープラス）

　

ｈｔｔｐ：／ ｐｌｕｓ．ｊｐパパソコン・携帯） ファミリーマート店内Ｆａｍｉポート

　

※ ローソンチケット０５７０（０８４）００３（Ｌコード：３３３７２）０５７０‐０００‐４０７（オペレーター１０：００‐２０：００） ｈｔｔＰ：／／１‐ｔｉｋｅ．ｃｏｍパパソコン・携帯）

　

ローソン、ミニストップ店内Ｌｏｐｐｉ 砦サンライズオンライン ｈはｐ：／／ｓｕｎｒｉｓｅｔｏｋｙｏ．ｃｏｍ

■

　

主催：フジテレビジョン／一般社団法人夜桜能

　

■

　

特別協賛：東洋熱工業株式会社

　

■

　

後援：千代田区観光協会
■

　

企画制作：宝隆会（株）／フジテレビジョン

　

■

　

制作協力：（株）ムラヤマ自社）宝生会月財）梅若会

■

　

夜桜能 事前講座［講師：田崎

　

甫（宝生流能楽師）］ ３月５日（火）１８；４０開始 砦宝生能楽堂（ＪＲ水道橋駅下車｝

　

※参加費：￥１，０００（予約確認返信ハガキ又は予約整理番号をご提示の上、当日受付で現金払い）

　

＊ 申し込み：往復ハガキ・ホームページの事前講座フォームからお申込み下さい （締め切り２月２６日必着）

　

＊ ご予約の可否：返信ハガキ又はメールでご連絡

　

※〒１０２‐００７３

　

東京都千代田区九段北２‐３‐２５‐３０１

　

夜桜能事前講座係

　

砦先着順（定員に達し次第締め切り） 詳細は裏面又は夜桜能ホームページをご覧ください。 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｙｏｚａｋｕｒａ‐ｎｏｈ．ｃｏｍ／
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十防
勝
座
席際
ヒ
雁
廠
に

舞
暁
子

「桜
川
」

（さ
く
ら
が
わ
）

筑
紫
日
向
の
国
、
愛
児
桜
子
は
一
家
の
貧
苦
の
た

め
に
、
身
を
売
っ
て
姿
を
消
し
ま
す
。
母
は
悲
し

み
の
た
め
物
狂
い
と
な
り
、
東
国
に
下
り
ま
す
。
常

陸
の
国
磯
部
寺
の
境
内
に
流
れ
る
桜
川
で
、
母
は

花
び
ら
を
す
く
っ
て
い
る
と
、
は
か
ら
ず
も
桜
子

と
再
会
し
ま
す
。
全
編
花
尽
く
し
の
春
の
曲
。

狂
言

「棒
縛
」

（ぼ
う
し
ば
り
）

い
つ
も
留
守
中
に
家
来
二
人
に
酒
を
盗
み
飲
み
さ

れ
る
の
で
、
両
手
が
使
え
な
い
よ
う
に
一
計
を
案

じ
ま
す
。
棒
術
を
自
慢
す
る
太
郎
冠
者
は
棒
の
端

に
、
次
郎
冠
者
は
後
ろ
手
に
夫
々
縛
り
付
け
て
、

外
出
し
ま
す
が
ー
。

能

「蔵
王
」

（ぎ
お
ぅ
）

平
清
盛
の
寵
愛
を
独
占
し
て
い
た
白
拍
子
の
蔵
王

は
、
悌
御
前
を
清
盛
に
推
薦
し
た
ば
か
り
に
、
清

盛
の
心
は
悌
御
前
に
傾
い
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る

日
清
盛
は
二
人
を
召
し
て
、
共
に
曲
舞

（く
せ
ま

い
）
を
舞
わ
せ
ま
す
が
、
次
は
悌
御
前
一
人
で
舞

う
よ
う
に
命
令
し
ま
す
。
悌
は
や
む
な
く
舞
い
ま

す
が
、
蔵
王
の
心
中
を
思
い
、
二
人
の
友
情
は
変

わ
る
ま
い
と
誓
い
ま
す
。

舞
唖
子

「桜
川
」

　　　　

能

　　

「紙
王
」

　　　

舞
唖

シ
テ

　　

小
倉

　

敏
克

　　

シ
テ

田
崎

　

隆
三

　

シ
テ

笛

　　　

一
噌

幸
弘

　　

ツ
レ

　

田
崎

　　

甫

　

笛

小
鼓

　　

田
選

恭
資

　　

ワ
キ

　

殿
田

　

謙
吉

　

小
鼓

大
鼓

　　

柿
原

光
博

　　

間

　　

内
藤

　　

連

　

大
鼓

地
謡

広
島

　

克
栄

　　

笛

　　　

一
噌

　

幸
弘

　

太
鼓

　

一夜
桜
能
惟囲十仁
藤
に
趣

舞
暁
子

「海
人
」

（あ
ま
）

命
を
捨
て
て
、
龍
宮
の
宝
珠
を
取
り
返
し
た
海
人

は
、
そ
の
功
に
よ
り
自
分
の
子
供
が
世
継
ぎ
と
な

り
房
前
の
大
臣
と
な
り
ま
し
た
。
大
臣
は
玉
取
り

の
次
第
を
聞
き
読
経
し
て
い
る
と
、
海
人
が
龍
女

の
姿
で
現
れ
、
法
華
経
の
功
徳
で
成
仏
で
き
た
こ

と
を
喜
び
、
舞
を
舞
い
ま
す
。

狂
言

「舟
ふ
な
」

（ふ
ね
ふ
な
）

主
人
が
太
郎
冠
者
を
連
れ
て
、
遊
山
に
出
か
け
ま

す
。
途
中
大
き
な
川
に
出
て
、
舟
に
声
を
掛
け
ま

す
が
、
主
人
は
そ
の
舟
を

「ふ
ね
」
と
言
い
、
冠

者
は

「ふ
な
」
と
言
い
ま
す
。
互
い
に
古
歌
を
引

い
て
自
説
を
主
張
し
あ
い
ま
す
が
ー
。

能

「鞍
馬
天
狗

白
頭
」

（く
ら
ま
て
ん
ぐ
は
く
と
ぅ
）

鞍
馬
山
で
稚
児
た
ち
と
花
見
を
楽
し
む
東
谷
の
僧

正
の
宴
に
、
怪
し
い
山
伏
が
間
入
し
、
興
を
そ
が

れ
た
一行
は
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人
残
さ
れ
た
少
年
に
、
山
伏
は
声
を
か
け
花
の

名
所
へ
案
内
し
、
そ
の
後
、
自
分
は
鞍
馬
山
の
大

天
狗
と
正
体
を
明
か
し
、
少
年
即
ち
遮
那
王

（後

の
牛
若
丸
）
に
兵
法
を
伝
授
し
、
身
の
行
く
末
を

守
護
す
る
と
約
束
し
て
、
姿
を
消
し
ま
す
。

　

　
　
　
　
　
　　
　　

　

　

舞
唯
子

「野
守
」

（の
も
り
）

大
和
の
国
春
日
野
に
来
た
山
伏
が
、
野
守
の
老
人

か
ら
、
帝
の
見
失
っ
た
鷹
を
水
鏡
で
見
つ
け
た
謂

れ
を
教
え
ら
れ
、
本
当
の
野
守
の
鏡
を
見
た
い
の

な
ら
、
水
鏡
を
見
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の

夜
鬼
神
が
現
れ
、
地
獄
の
底
ま
で
映
す
鏡
を
山
伏

に
与
え
、
大
地
を
踏
ん
で
姿
を
消
し
ま
す
。

狂
言

「咲
嘩
」

（さ
っ
か
）

田
舎
に
住
む
者
が
、
都
の
伯
父
に
連
歌
の
宗
匠

を
頼
も
う
と
、
太
郎
冠
者
を
呼
び
に
や
ら
せ
ま

す
が
、
伯
父
の
住
む
所
を
知
り
ま
せ
ん
。
伯
父

と
名
乗
る
男
が
現
れ
た
の
で
、
連
れ
帰
り
ま
す

が
主
人
は
そ
の
男
を
見
て
ー
。

能

「恋
重
荷
」

（こ
い
の
お
も
に
）

白
川
院
に
仕
え
る
菊
作
り
の
老
人
は
女
御
に
一

目
ぼ
れ
を
し
ま
す
。
女
御
は
綾
錦
で
包
ん
だ
重

荷
を
持
っ
て
庭
を
廻
れ
ば
も
う
一
度
姿
を
見
せ

よ
う
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
重
荷
は
持
ち
上
げ

ら
れ
ず
、
老
人
は
女
御
の
残
酷
さ
を
恨
ん
で
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
老
人
の
死
を
女
御
が
悔
や

む
と
、
鬼
と
な
っ
た
老
人
の
亡
霊
が
現
れ
責
め

た
て
、
や
が
て
消
え
失
せ
ま
す
。

舞
畷
子

「野
守
」

シ
テ

　　

角
当

笛

　　　

松
田

能

　　

「恋
重
荷
」

シ
テ

　

梅
若

　　

実

ツ
レ

　　

松
山

　

隆
之

ワ
キ

　

森

　　

常
好

　　　

能
村

　

晶
人

角
当

　

直
隆

　

シ
テ

松
田

　

弘
之

　

ツ
レ

大
倉
源
次
郎

　

ワ
キ

大
倉
慶
乃
助

　

間

金
春

　

国
直

　

笛

小
田
切
康
陽

　

小
鼓

永
島

　　

充

　

大
鼓

松
山

　

隆
之

　

太
鼓

小
田
切
亮
磨

　

後
見

山
崎

　

友
正

松
田

　

弘
之

　

ツ
レ

　　

松
山

　

隆
之

大
倉
源
次
郎

　

ワ
キ

　

森

　　

常
好

大
倉
慶
乃
助

　

間

　　

能
村

　

晶
人

金
春

　

国
直

　

笛

　　　

松
田

　

弘
之

小
田
切
康
陽

小
鼓

　

大
倉
源
次
郎

大
倉
慶
乃
助

金
春

　

国
直

観
世

　

喜
正

小
田
切
康
陽

永
島

　　

充

　　　　　

地
謡

　　

山
崎

　

正
道

「咲
嘩
」

　　　　　　　

馬
野

　

正
基

野
村

　　

寓

　　　　　

鈴
木

　

啓
吾

野
村

　

方
蔵

　　　　

角
当

　

直
隆

野
村
方
之
丞

　　　　　

坂

　

真
太
郎

　　　　　　　　

谷
本

　

健
吾

　　　　　　　　

月
口

　

晃
平

　　　　　　　　

内
藤

　

幸
雄

突

．ハ／ ．」
／／

＼
席
も
ち
ご
＊
＼

　　　　　　　　　　　

　　

　　

　

　

　

　
　

＝卿
墾
摺

鴎
．堅
ー習

桜
川
」

　　　

能

　　

「紙
王
」

　　　

舞
暁
子

　

「海
人
」

　　　

能

　　

「鞍
馬
天
狗
」

　

舞
畷

一
噌

幸
弘

　　

ツ
レ

　

田
崎

　　

甫

　

笛

小
倉

　

敏
克

　　

シ
テ

　

田
崎

　

隆
三

　

シ
テ

大
坪
喜
美
雄

　

シ
テ

　　

宝
生

　

和
英

　

シ
テ

　　

キ
÷

　　　　　　　　　　　　　

÷
噂
；

隆
之

　

牛
着

　

水
上

　

…
嘉

　

笛

田
ぐ

　

恭
資

　

ワ
キ

　

殿
田

　

謙
吉

　

小
鼓

　

鵜
樟
洋
刈
郎

花
見

　

橘
田

　

海
音

　

小
鼓

　　　　　　　　

内
藤

　

÷
連

　

大
鼓

　　

亀
井
；

広
忠

花
見

　

薮

　

俊
大
胡

　

大
鼓

　

≦
；
；

　　

÷

　

－
噌

　

幸
弘

　

汰
櫛

　　

小
寺
真
佐
人

花
見

　

内
藤
÷
瑞
駿

　

太
鼓

イ

健
太
郎

　

小
鼓

　

田
選

　

恭
資

　

地
語

　　

武
田

　

孝
史

　

花
見

出
雲
路
；

啓

　

地
謡

柿
原

光
博

　　

間

広
島

　

克
栄

　　

笛

狂
言

　　　　

、
′」

シ
テ

　　

野
村

　

菌
斎

ア
ド

　　

高
野

　

和
憲

ア
ド

　　

野
村

　

裕
基

東
川

　

尚
史

佐
野

　

弘
宜

金
森

　

良
充

今
井

　　

基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー“

小
倉

　

太
郎

　　

小
鼓

　

田
選

　

恭
資

　

±
…‐

東
川

　

尚
史

　　

大
鼓

　

柿
原

　

光
博

佐
野

　

玄
宜

　　

後
見

　

広
島

　

克
栄

金
森

　

良
充

　　　　　

佐
野

　

玄
宜

　　　　　

地
謡

　

小
倉

　

敏
克

　　　　　　　　

佐
野

　

由
於

　　　　　　　　

辰
巳
満
次
郎

　　　　
　

　　　

　
　
　
　
　
　
　　

野
村

　

菌
斎

高
野

　

和
憲

　　　　　

佐
野

　

弘
宜

　

ア
ド

野
村

　

裕
基

　　　　　

金

　　

良
充

大
友

　　

順

　

ワ
キ

　　

宝
生

　

欣
哉

小
倉
伸
二
郎

　

間
・

　　

石
田

　

幸
雄

亀
井

雄
二

　　　　　

中
村

　

修
一

辰
巳
大
二
郎

　

笛

　　　

一
噌

　

隆
之

中
村

　

修
一

一
噌

　

隆
之

鵜
淫
洋
太
郎

亀
井

　

広
忠

笛小
鼓

大
鼓太鼓

甥
真鯛

饗

糎
」

後
見

　　

田
口

「舟
ふ
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